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「
平
成
藺
学
事
始
江
戸
・
長
崎
の
日
藺
交
流
史
話
」

鎖
国
の
間
も
日
本
は
オ
ラ
ン
ダ
を
長
崎
に
限
っ
て
入
港
さ
せ
、
一
般

と
隔
離
し
た
出
島
の
蘭
館
を
唯
一
の
拠
所
と
し
て
交
流
が
お
こ
な
わ
れ

て
き
た
。

片
桐
一
男
氏
は
対
外
交
渉
史
に
お
け
る
通
詞
の
存
在
に
注
目
し
、
当

時
専
門
害
の
な
か
っ
た
こ
の
職
業
団
を
研
究
し
て
『
阿
蘭
陀
通
詞
の
研

究
』
（
吉
川
弘
文
館
）
を
世
に
出
し
た
。
内
外
の
資
料
か
ら
実
証
的
に
解

明
把
握
し
鎖
国
下
の
日
本
に
海
外
情
報
と
世
界
知
識
を
取
り
入
れ
た
通

詞
た
ち
の
業
績
を
示
し
た
。

本
書
は
著
者
が
青
山
学
院
大
学
定
年
を
前
に
、
二
十
八
年
に
わ
た
る

研
究
を
通
し
て
そ
の
間
に
発
表
し
た
新
聞
や
雑
誌
記
事
な
ど
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
阿
蘭
陀
通
詞
と
い
う
役
人
の
足
跡
を
追

い
、
江
戸
文
化
を
守
り
育
て
る
上
に
貢
献
し
た
業
績
を
具
体
的
に
紹
介

し
て
い
る
。

第
二
章
は
日
蘭
交
流
の
舞
台
と
な
っ
た
出
島
を
蛮
館
の
図
入
り
で
説

明
し
、
江
戸
町
の
通
詞
会
所
と
通
詞
部
屋
の
位
置
を
示
す
。

第
三
章
で
は
来
日
し
た
ケ
ン
ペ
ル
（
【
シ
両
三
℃
両
国
両
）
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ

ー
（
弓
出
口
ｚ
國
岡
海
⑦
）
、
シ
ー
ボ
ル
ト
（
曾
両
ｍ
Ｏ
Ｐ
ｇ
が
、
出
島
で
独

自
の
調
査
を
実
行
し
た
状
況
を
追
っ
て
い
る
。
こ
の
三
人
の
旺
盛
な
知

話
○
三
’
三
二
四
六
Ｉ
五
五
五
一
、
四
六
判
、
上
巻
二
七
三
頁
、
下
巻

三
一
五
頁
、
上
下
と
も
一
七
八
五
円
〕

片
桐

一
男
普

識
欲
、
意
欲
的
な
活
動
、
ま
た
彼
ら
と
交
つ
た
日
本
人
の
姿
を
、
深
い

理
解
力
で
活
写
し
、
ノ
ー
ト
を
破
り
と
っ
た
メ
モ
の
走
り
書
き
一
つ
も

見
逃
す
こ
と
な
く
紹
介
し
て
感
動
を
伝
え
る
。

五
章
六
章
以
下
八
章
ま
で
ア
ヘ
ン
戦
争
を
伝
え
た
情
報
や
砂
糖
・
カ

ス
テ
ラ
・
オ
ラ
ン
ダ
料
理
、
蘭
学
者
の
生
き
方
と
影
響
な
ど
史
料
に
則

し
な
が
ら
、
こ
と
細
か
に
描
い
て
飽
き
さ
せ
な
い
。

著
者
は
『
杉
冊
玄
白
』
（
吉
川
弘
文
館
）
や
『
蘭
学
、
そ
の
江
戸
と
北

陸
』
（
思
文
閣
出
版
）
『
阿
蘭
陀
通
詞
今
村
源
右
衛
門
英
生
」
（
丸
善
）
「
蘭

学
事
始
と
そ
の
時
代
」
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）
『
開
か
れ
た
鎖
国
ｌ
長

崎
出
島
の
人
物
・
情
報
」
（
講
談
社
）
『
阿
蘭
陀
宿
海
老
屋
の
研
究
」
（
思

文
閣
出
版
）
な
ど
多
く
の
研
究
書
で
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
を
書
き
続
け
、

ま
た
早
く
に
（
昭
和
四
十
七
年
）
鎖
国
時
代
『
対
外
応
接
関
係
史
料
」

（
近
藤
出
版
社
）
を
校
訂
し
て
、
長
崎
入
津
の
唐
和
蘭
陀
船
に
関
す
る
史

料
を
詳
細
に
紹
介
し
、
応
接
関
係
職
や
帳
簿
書
類
名
ま
た
外
国
船
名
・

人
名
な
ど
を
教
え
て
く
れ
た
。

本
書
は
そ
う
し
た
長
年
の
道
す
じ
で
論
文
に
書
か
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
日
蘭
交
流
の
副
産
物
と
し
提
供
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
時
に

は
社
会
の
裏
側
に
批
判
の
目
を
向
け
た
り
、
暗
夜
に
手
探
り
で
外
国
語

を
学
ん
で
鎖
国
下
の
日
本
に
唯
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
実
情
を
伝
え
た
通
詞

た
ち
の
苦
労
を
知
ら
せ
よ
う
と
願
っ
た
著
者
の
人
情
が
に
じ
み
出
て
い

る
。
話
術
の
巧
み
な
著
者
は
、
一
般
の
人
々
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
ま

た
研
究
者
へ
の
史
料
紹
介
と
し
て
鎖
国
時
代
の
興
味
あ
る
史
話
を
時
に

は
対
話
形
式
で
或
い
は
独
自
の
形
で
披
露
し
て
み
せ
る
。
珍
ら
し
い
絵

図
や
写
真
を
惜
し
み
な
く
用
い
て
、
こ
の
時
代
や
オ
ラ
ン
ダ
に
関
心
の
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な
か
っ
た
人
で
も
恐
ら
く
引
き
入
れ
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
え
る
内

容
の
濃
い
本
で
あ
る
。

（
望
月
洋
子
）

〔
株
式
会
社
智
書
房
、
文
京
区
白
山
二
’
五
’
二
、
電
話
○
三
Ｉ
五
六
八

九
’
六
七
一
三
、
Ａ
五
判
、
三
二
八
頁
、
一
八
九
○
円
〕

『
千
葉
県
伝
染
病
史
」

著
者
は
一
九
九
九
年
に
『
病
い
の
克
服
日
本
痘
瘡
史
』
（
思
文
閣
出

版
）
Ｉ
こ
れ
に
つ
い
て
は
学
会
誌
四
六
巻
一
号
に
、
蔵
方
宏
昌
会
員

に
よ
っ
て
新
刊
紹
介
欄
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
Ｉ
を
上
梓
し
て
、

わ
が
国
に
お
け
る
痘
瘡
の
歴
史
を
傭
倣
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ

か
ら
五
年
後
の
今
年
、
千
葉
県
と
い
う
一
地
方
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、

そ
こ
で
流
行
し
た
い
く
つ
か
の
伝
染
病
を
と
り
あ
げ
て
、
克
明
に
事
実

を
お
っ
て
完
成
し
た
の
が
本
耆
で
あ
る
。

著
者
は
一
九
二
六
年
生
ま
れ
の
眼
科
医
で
あ
る
。
早
く
か
ら
医
史
学

に
関
心
を
い
だ
い
て
、
本
会
会
員
と
し
て
地
道
な
活
躍
を
つ
づ
け
て
い

る
篤
学
の
士
で
あ
り
、
房
総
石
造
文
化
財
研
究
会
に
所
属
し
て
地
域
の

歴
史
に
も
造
詣
が
深
い
。
そ
の
よ
う
な
背
景
に
さ
さ
え
ら
れ
な
が
ら
三

○
数
年
に
わ
た
る
「
郷
土
医
学
史
」
、
と
く
に
「
治
療
信
仰
」
の
研
究
で
、

一
九
九
五
年
に
日
本
医
師
会
最
高
有
功
賞
受
賞
の
栄
誉
に
輝
い
て
い

ブ
（
》
０

川
村
純
一
著

本
書
は
「
序
章
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
五
部
に
分
か
れ
て
い
る
。
Ｉ
部

の
「
伝
染
病
の
流
行
」
は
痘
瘡
、
コ
レ
ラ
、
ペ
ス
ト
、
発
疹
チ
フ
ス
の

流
行
史
で
あ
る
。
確
実
に
た
ど
れ
る
文
献
に
も
と
づ
く
歴
史
な
の
で
、

こ
れ
ら
の
諸
病
は
す
べ
て
明
治
以
降
の
時
期
に
か
ぎ
っ
て
い
る
の
は
、

事
実
を
追
い
求
め
よ
う
と
す
る
著
者
の
意
欲
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ
部
の
「
種
痘
の
普
及
」
は
、
こ
れ
ら
の
伝
染
病
の
中
で
予
防
し
う

る
唯
一
の
疾
病
で
あ
る
痘
瘡
の
予
防
、
す
な
わ
ち
種
痘
の
歴
史
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
県
域
各
藩
ｌ
佐
倉
藩
、
佐
貫
藩
、
勝
山
藩
、
柴
山
藩
の

四
藩
Ｉ
に
お
け
る
種
痘
の
実
施
状
況
に
ふ
れ
た
あ
と
、
明
治
以
降
の

接
種
状
況
に
ふ
れ
て
い
る
。
接
種
料
金
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
、
と
か

く
忘
れ
が
ち
な
予
防
接
種
の
経
済
面
に
お
よ
ん
で
い
る
の
は
、
正
し
い

見
方
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
現
在
で
は
各
地
方
自
治
体
と
も
予
防
接
種

料
金
は
無
料
で
あ
る
こ
と
が
お
お
い
が
、
そ
の
こ
ろ
の
物
価
に
く
ら
べ

て
け
っ
し
て
安
価
で
は
な
い
接
種
料
金
は
、
接
種
を
希
望
す
る
民
衆
に

と
っ
て
は
相
当
な
負
担
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
が
障
碍
と
な

っ
て
種
痘
の
普
及
を
は
ば
ん
で
い
た
と
す
る
著
者
の
論
証
は
、
お
お
い

に
う
な
づ
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
づ
い
て
「
種
痘
事
故
」
に
ふ
れ
て
い
る
。
一
九
七
○
年
の

い
わ
ゆ
る
種
痘
禍
を
経
験
し
た
わ
た
く
し
に
と
っ
て
は
見
逃
せ
な
い
言

及
で
あ
り
、
と
く
に
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
種
痘
禍
を
と
り
あ
げ

て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
が
、
資
料
の
不
足
に
よ
っ
て
十
分
な
解
明

に
い
た
ら
な
か
っ
た
の
は
い
さ
さ
か
残
念
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
む

し
ろ
こ
の
よ
う
な
論
考
は
一
地
方
の
出
来
事
と
し
て
と
り
あ
げ
る
よ
り

も
、
全
国
規
模
に
お
い
て
論
議
す
べ
き
問
題
点
で
あ
ろ
う
と
お
も
う
。


